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特集

「在宅医療・介護元年」
の成果と展望
厚生労働省は、2012年度を「在宅医療・介護元年」と位置づけ、「在宅
医療連携拠点事業」を行ないました。同事業を受託したのは全国105
拠点。本特集では、訪問看護ステーションと診療所の取り組みを中心
に同事業の成果を振り返り、多職種連携における「訪問看護」の役割に
もスポットを当てます。2025年に向けて、いかに「在宅医療・介護」を充
実させていくかのヒントが満載です。

【総論】
「在宅医療連携拠点事業」の成果と展望◉福井小紀子

【実践報告】
❶�【新潟】フラットでスムーズな「看介連携」への取
り組み◉吉井靖子
❷�【福岡】「認知症ケア」を主体とする多職種連携に
向けて◉白木裕子
❸�【岐阜】地域ぐるみの「24時間対応」と「看取り」へ
の取り組み◉木村久美子
❹【岩手】「チームもりおか」の取り組みと今後◉板垣園子
❺【東京】「暮らしの保健室」の今後の展開◉秋山正子

【座談会】
在宅医療連携拠点事業に取り組んで見えてきたこと
◉佐藤恵・安東いつ子・河原久美子・福谷大助・福井小紀子

新春鼎談
2025年に向けて、次なる一歩は？
大島伸一・寺田尚弘・秋山正子

はやいもので2013年も終わりで
す。今年、ステーション数がは

やくも6500を超えました。2011年ま
では5500前後で10年近くも停滞し
ていたのです。増加の背景には、本
特集「訪問看護支援事業」の効果も
少なからずありそう。各地域での試
行錯誤の懸命な取り組みを垣間見
て、訪問看護と日本の未来が明るく
拓けてくる気がしました。訪問看護に
日本の未来がかかっているなんて言う
と、ちょっと大げさに感じられるかもし
れません。でも、人々が安心して最
期まで地域で暮らすことができるかど
うかは、その国を映し出す鏡のように
思えます。日本の未来は「きっと大丈
夫！」と思えた本年最後の特集でし
た。みなさん、１年間本当におつか
れさまでした。本誌は、来年もみなさ
んにエールを送り続けます。…杉本

あっと言う間に今年も12月。小
誌に携わりはじめて、ちょうど

20か月になりました。この間、さまざ
まな場所を訪れいろいろな方に出会
い、快くお話を聞かせていただけるこ
とに感激しつつ、たゆみない実践の
数々に感動してきました。なかには
サッカーをしていたからこそ出会えた
著者もおり、不思議な縁を感じてい
ます。巻頭の駒井さんの座右の銘「す
べての物事は必然であり偶然はな
い」という言葉にハッとしました。来年
も訪れるであろう新たな出会いに胸
をふくらませつつ、今後も在宅ケアの
現場に携わるみなさまに役立つ誌面
づくりができるよう、努力していきま
す。…多淵
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